
第３章
俳句の実践

ここでは俳句を詠むための実践を学びます。
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第３章
～俳句の実践～

第３章では、俳句を実践するためのポイントを説明
してゆきます。



この三つのポイントを中心に説明してゆきます。

俳句実践とは

「句会」 「俳句用語」 「表記」
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第３章
～俳句の実践～
No１ 句会とは

句会では、一人では気が付かない点や、
思いもよらない意見を聞くことが出来て、句
業になり楽しくもあります。



句会とは？

俳句を何句か持ち寄り、数人が集まり
互選で競う。
多くお題が出され、有季定型にとどまら
ず、さまざまなテーマで俳句を出し合う。

無記名で投句して、それぞれ相互に選び合うので、公平で面白い。
最後に点盛りの結果を発表して選評を語り合う。
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例句

紫陽花が横で見ているへぼ将棋

句の解釈

季語は紫陽花、夏の句。

なかなかいい手が浮かばずに四苦八苦している将棋を打つ友達同士の姿が浮かびま

す。どちらも甲乙つけがたい楽しい勝負のようです。

この句はネット句会で最高得点句になった句です。楽しい将棋
の句ですね。べぼ将棋などと言っていますが、趣味を楽しんで
いるご年配の友達同士の温かな雰囲気を感じます。



それでは次回は～俳句の実践～より「俳句用
語」についてです。お楽しみに！
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